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１１月１日（水）　第１回　検数労連１７冬季一時金交渉　１０：００～１１：００


両協会は人員不足の中で働く従業員に応えよ！


１７冬季一時金要求書提出！








【要求書確立】


９月８日（金）～９月９日（土）


にかけて行われた第４９回検数労連定期全国大会で、要求骨子を提案、その後の代表者会議で各地域から出された意見や要望を議論し、左記のとおりの要求を確立。今日開催された検数労連第１回１７冬季一時金交渉で両協会に対し要求書を提出し、交渉を行いました。





【第１回１７冬季一時金交渉】


　要求提出にあたり組合は、昨今の港湾情勢として、全国の港での貨物取扱量は増加傾向にある。しかし、取扱い貨物は増加していても検数料金には反映していない状況の中で将来的な不安は否め


























































































































２０１７年冬季一時金要求書（要旨）





２０１７年冬季一時金および諸労働条件の改善について、下記の通り要求いたします。





記





１．冬季一時金について


（１）


　①　日　検


（本給＋家族）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


　②　全日検


　　　職員A


（本給＋家族）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


　　　職員B 


（本給＋地域年齢）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


　③　都市加算の支給区分と金額については、別表の通りとすること。


　④　職員以外の従業員は、職員に準じて支給すること。　





（２）支給条件について


　①　長期病欠者に対して、各々の支給基準の７０％を支給すること。


　②　通勤災害による休業者についても労災休業者と同一取り扱いと


　　すること。


　③　一切の協会査定（特別評価）は行わないこと。


　④　転勤者の取り扱いについては、計算期間中のぞれぞれの所属地


　　域区分に基づく日割り計算、または１２月１日現在所属地の地区


　　区分かのいずれか有利な方を適用すること。





（３）支給日について


　　　２０１７年１２月８日（金）とすること。





２．諸要求について


　　厚生年金保険料の労使負担割合の改善をはかること。





３．国民的課題に対する態度表明　　　　　　　　　　　　　　以上


　　



























































以上
















































































ないが、両協会においては人員


不足のなかで働いている従業員の労苦に報いる責任がある。


　定期大会や代表者会議などでは、今冬季一時金について様々な意見や要望が出されている。


　各地域の意見や職場の要求は港湾・検数の厳しい情勢があったにせよ要求通りの回答構築が最低条件であり、全国で働く従業員の総意である。今日から積み重ねていく交渉の中で、要求に沿った回答の構築をしてもらいたい。





【全日検に対し】


　全日検の一時金対応は『夏季より冬季』との関係もあるが、要求


に沿った回答構築を強く求める。
































































































































また、職員Ａ・Ｂの賃金が統合さ


れたことから、乗率を重視した回答の構築を強く求める。





【日検協会に対し】


　全国的に人員不足が叫ばれているなかで、検数労連が通年課題として取り組んでいる『仕事と収入の確保』運動を着実に遂行し、努力している職場の今冬季一時金に対する強い思いを受け止めたうえで、要求に沿った回答構築を求める。


　職場の長時間労働の解消に向けた手立てを最優先に考えながら、要求に基づく『安定的な一時金回答』の構築に向けて努力することが協会としての責務である。






























































































































































※次回交渉


第２回　検数労連１７冬季一時金交渉


１１月１０日（金）１５：００～


基礎数字等の説明を受けます。


※スト権の取り扱い


中央集約１１月１０日（金）正午まで。





【日検協会】


　組合の主張は一定理解しているが、労組趣旨説明に記載している港湾情勢については否めない。しかし、従業員の頑張りには応えていきたいと思っている。港湾全体が厳しい中、協会としても同じように厳しいが、今後、有額回答に向けて鋭意検討していく。





【全日検】


　検数を取り巻く環境は厳しいが、厳しい時だからこそ労使協調する姿勢が重要だと感じている。また、引き続き長時間労働対策などにも取り組みたいが、そのためには労働条件の改善が必要になると考えている。


　要求については持ち帰り検討する。

































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


